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　　　　　　　　　　平成２０年度　第１回　　　　　　　

市内５・６年生の選定委員さんたちが，月に４冊の本を読んで，年間で一番人気の高かった本に「うつのみやこども賞」を贈っています。
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●ミライがくらげやに行って，だんごの串とガムの包み紙を捨ててしまった事だけで，日本のいろんな所につれていかれて謎をといちゃうのがすごかった。
●ただのアルバイトで来たミライだけど，お宝の下駄をいろんなことして見つけたのがすごいと思いました。また読んでみたいです。

●ミライがくらげやの人たちとEQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(ひがしやま),東山)

EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(さんじゅうろっ),三十六)

EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(ぽう),宝)を探し集めるところが壮大で面白かった。
●変なお宝や面白い人たちが出てきて楽しい本です。謎をといて宝のありかを見つけるところがよかったです。
●思わずＢ級品を探したくなるほど面白いお話でした。
●結局くらげやはすごく変わったところだった。３６品目全部みてみたい。
●めずらしい物をじっくり見てみたくなった。

●初めて「うるっ」ときた本でした。愛ちゃんはかわいそうだと思いましたが，どんな事でも乗り越えられるのはすごいと感動しました。
●愛が家族に助けられながらシンデレラの役をやりとげていくところがよかった。
●愛やユウ兄ちゃんが里親の家で育てられてよかったな，と最後に思いました。愛はたくさんの人に愛されていると思いました。
●愛の「私カーサンの家の子でよかった」と言うところで感動しました。

●三人でうどんの旅に出るのはとても勇気があるなと思いました。
●楽しくてすらすら読めた。勝手に家出したりするところが楽しかった。うどんを作るところも楽しかった。
●いろんな出来事があって面白い。子ども３人で高松に行くのがすごいと思った。
●私もうどんが食べたくなった。
●いじめられていたタッチと坂上君，宿題を追っていたあやかは出会ってよかったと思います。もし出会ってなかったら二人のいじめは続いていたと思います。やっぱり友達はいるといいものだと思いました。

●初めに読んだときは「にぎやかな家族だな」と思ったけど，読んでいくうちにいろいろあって楽しませてくれる本でした。話し言葉の後や初めにたとえが書いてあってわかりやすく面白かったです。
●いろんな出来事が混ざっていて，私もゆきえ姉さんやへいたの立場に立って自分だったらこうするかな，と考えながら読んでいると，頭にきたり泣けてきたりして，みんな大変だったんだな，と思った。

●おじいちゃんの詩が面白かった。
●関西弁で面白かった。面白くてどんどん読みすすめてしまった。
《今月選ばれた本》


「くらげや雑貨店」


長谷川光太／作（ポプラ社）








「愛の家」


大谷美和子／作　（国土社）





「卒業うどん」


服部千春／作　（講談社）





「ぼくんち戦争」


村上しい子／作　（ポプラ社）














